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力強い一歩を踏み出そう

６
月
に
盛
岡
で
絆
ま
つ
り

来
年
に
は「
防
災
復
興
博
」

岩
手
県
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増
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也
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城
県
　
村
井
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浩
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ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
起
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通
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観
光
キ
ャ
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も
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内
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雅
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ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
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進

新
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遊
ル
ー
ト
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案

観光復興へのメッセージ
被災地３県知事

南
三
陸
町
の
い
ま

全国被災地語り部　南三陸宣言

ホテル観洋で開催
全国被災地語り部シンポ

国内外から人参加

（４）第２９２９号 第３種郵便物認可 ２０１８年（平成３０年）３月３日（土曜日）

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
記
憶
や
教
訓
の
伝
承
方
法
を
考
え
る

第
３
回
「
全
国
被
災
地
語
り
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
東
北
」
が

２
月

日
、
宮
城
県
南
三
陸
町
の
ホ
テ
ル
観
洋
で
開
か
れ
た
。

震
災
か
ら
７
年
、
風
化
を
懸
念
す
る
声
や
防
潮
堤
な
ど
の
復
興

工
事
が
進
み
ま
ち
並
み
の
景
観
が
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
る
な

か
、
国
内
外
か
ら
約
４
０
０
人
が
参
加
。
震
災
の
経
験
と
教
訓

を
国
際
的
に
普
遍
化
す
る
方
策
や
後
世
に
伝
え
る
伝
承
方
法
を

語
り
合
っ
た
。
１
部
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
２
部
で

は
三
つ
の
分
科
会
で
意
見
を
交
換
し
た
。

　私たち「被災地語り部」は国内外から、東日本大震災被災地、宮城県南三陸町に集い、２月日、
日の２日間、各地での取組みと課題、未来を語り合いました。
　私たちは、語り部の英知、人知を共有することで、「誰もが語り部」「もの言わぬ語り部（災害遺
構）」がともに重要であると認識しました。
　閉会にあたり、シンポジウムで得た知見を広く発信し、次世代、未災地へ教訓を伝え、ともに「未
来知」をつむぎだすことを宣言します。
　１、世界各地で起こる災害から命を守るため、日本の災害の経験、知識を伝え、さらに海外の経験
を守び、「ＫＡＴＡＲＩＢＥ（語り部）」を世界共通語にします。活動や情報発信（ホームページ等）
を多言語化いたします。
　２、私たちは語り部の知識を知恵に変え、多様な場を作ります。第二の語り部を育成し、語り部の
話を身近な人に伝えてもらいます。
　３、語り部は１人ひとりの命を守るために責任と学ぶ姿勢を持ち、自立心を養い続けます。
　これまで３回のシンポジウムで広がったゆるやかなネットワーク、仲間づくりの場としての被災地
語り部シンポジウムを継続します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３回全国被災地語り部シンポジウムｉｎ東北
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南三陸ホテル観洋において　　　２０１８年２月日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
約
４
０
０
人
が
参
加
、
後
世

に
伝
え
る
伝
承
方
法
な
ど
を
語
り
合
っ
た

かさ上げ作業が進む南三陸町。震災前と大きく異な
る風景だ

つい先ごろ、震災遺構に決まった大川小。生徒人、教
員人が津波で亡くなった

写真上は震災時、㍍以上の津波が
押し寄せた志津川湾。今は想像でき
ない穏やかさを見せる

写真左は静かにたたずむ南三陸町の
旧防災庁舎。震災遺構になるかはま
だ決まっていない

　
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
間
も

な
く
７
年
が
経
過
い
た
し
ま
す
。

復
旧
・
復
興
の
た
め
に
、
全
国
の

皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
御
支
援
や
励

ま
し
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
、
改
め
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
岩
手
県
で
は
県
民
一
丸
と
な
っ

て
東
日
本
大
震

災
津
波
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に

全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
平

成

年
に
は
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
被
災
地
で
初
め
て
の
国
民

体
育
大
会
・
全
国
障
が
い
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体

・
希
望
郷
い
わ
て
大
会
」
を
開
催

し
、
全
国
か
ら
多
く
の
皆
さ
ま
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
築
き

上
げ
た
オ
ー
ル
岩
手
で
の
お
も
て

な
し
を
生
か
し
て
、
国
内
外
か
ら

の
観
光
客
の
誘
致
を
促
進
す
る
た

め
、魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
と
、

情
報
発
信
の
強
化
や
受
け
入
れ
態

勢
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
国
か
ら
の
支
援
や
東
北

各
県
、関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
、

外
国
人
観
光
客
の
誘
客
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

平
成

年
の
本
県
へ
の
外
国
人
宿

泊
者
数
は
震
災
前
の
水
準
を
大
き

く
上
回
り
、
過
去
最
高
と
な
る
な

ど
、
成
果
が
着
実
に
表
れ
て
き
て

い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
今
年
６
月
の
「
東
北

絆
ま
つ
り
２
０
１
８
盛
岡
」
の
開

催
や
宮
古
・
室
蘭
間
の
フ
ェ
リ
ー

就
航
に
加
え
、
来
年
に
は
震
災
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸
地
域

に
お
い
て
、
三

陸
鉄
道
の
久
慈

・
盛
間
の
一
貫

経
営
の
開
始

や
、
「
三
陸
防

災
復
興
博
（
仮

称
）
」
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
２
０
１
９
釜
石
開
催
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
国
内
外
の
注
目
が
集
ま
る
こ
の

よ
う
な
好
機
を
捉
え
、
県
内
の
観

光
事
業
者
や
関
係
機
関
と
の
連
携

を
一
層
強
化
し
オ
ー
ル
岩
手
の
体

制
で
、
岩
手
県
へ
の
誘
客
拡
大
の

取
り
組
み
を
進
め
、
復
興
と
そ
の

先
の
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
は
、
国
内
外
の
皆
さ
ま

の
温
か
い
ご
支
援
や
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
着
実

に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
対
し
ま

し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
東
日
本
大
震

災
か
ら
間
も
な

く
７
年
が
経
過

い
た
し
ま
す

が
、
こ
の
間
本

県
で
は
、
観
光

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
復
興

の
原
動
力
の
一
つ
に
す
べ
く
、
大

型
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

す
る
な
ど
観
光
復
興
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

震
災
直
後
は
大
き
く
落
ち
込
ん
だ

観
光
客
数
も
平
成

年
に
は
震
災

前
と
ほ
ぼ
同
水
準
ま
で
回
復
い
た

し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
震
災
の
被
害
が
大
き

か
っ
た
沿
岸
部
の
観
光
客
入
込
数

は
震
災
前
の
約
７
割
ま
で
し
か
回

復
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
全
国
的

に
外
国
人
宿
泊
者
数
が
増
加
す
る

中
で
、
東
北
地
方
は
外
国
人
誘
客

の
面
で
他
地
域
に
遅
れ
を
と
っ
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
宮
城
県
と
し
て
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
一
層
の
観
光
客
拡

大
を
図
る
た
め
、
来
年
度
は
新
た

な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
し
て
人
気
ア

イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
Ｈ
ｅ
ｙ
！
　

Ｓ
ａ
ｙ
！
　
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
」
を
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

起
用
の
上
、
主
に
若
年
女
性
層
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
通
年
型
の
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
い
た
し

ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
動
画
な
ど

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
の

ほ
か
、
沿
岸
部

で
の
震
災
復
興

支
援
タ
イ
ア
ッ

プ
な
ど
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
宮
城
へ
お
越
し
の
際
に
は
、
皆

さ
ま
を
最
高
の
笑
顔
と
食
材
で
お

迎
え
し
、
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
心
か
ら
お
も

て
な
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
８

年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
全

国
の
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
心

温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
福
島
県
で
は
、
観
光
客
の
入
り

込
み
状
況
が
震
災
前
の
９
割
を
超

え
る
水
準
ま
で
回
復
す
る
な
ど
、

着
実
に
観
光
復

興
が
進
む
一
方

で
、
根
強
い
風

評
な
ど
に
よ

り
、
教
育
旅
行

に
つ
い
て
は
震

災
前
の
６
割
程
度
に
と
ど
ま
る
な

ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
震
災
直
後
に
３

割
を
切
っ
た
外
国
人
宿
泊
者
数
に

つ
い
て
、
平
成

年
の
実
績
が
震

災
前
を
初
め
て
上
回
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
間
の
全
国
的
な
外

国
人
観
光
客
の
増
加
に
比
べ
る
と

ま
だ
伸
び
は
低
く
、
よ
う
や
く
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
状
況
で
す
。

　
今
後
、
さ
ら
な
る
観
光
復
興
に

向
け
、
福
島
県
で
は
二
つ
の
取
り

組
み
を
中
心
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
一
つ
は
、
「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
。
復
興
に
歩
む
福
島
の
あ
り

の
ま
ま
の
姿
（
光
と
影
）
を
見
て

も
ら
い
、
各
分
野
で
復
興
に
正
面

か
ら
向
き
合
う
人
と
の
対
話
を
通

じ
て
、
福
島
で
起
き
た
こ
と
を

「
自
分
事
」
と
し
て
と
ら
え
、
今

後
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
考
え

る
学
び
の
旅
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
栃
木
県
、
茨
城

県
と
連
携
し
た
新
た
な
観
光
周
遊

ル
ー
ト「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ル
ー
ト
」

で
す
。
徹
底
し
た
外
国
人
目
線
で

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
台
湾
、
タ
イ
な
ど
に
設

置
し
た
現
地
窓

口
を
通
じ
て
き

め
細
か
な
誘
客

を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
風
評
の
影
響

は
続
い
て
い
ま
す
が
、
旅
行
先
と

し
て
選
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、

や
は
り
、
「
見
て
み
た
い
」
「
体

験
し
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
福
島
な
ら
で
は
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
い
か
に
創
出
す
る
か
が
大
事

で
す
。
引
き
続
き
、
お
客
さ
ま
目

線
を
徹
底
し
、
地
域
と
一
体
に
な

っ
て
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

　
実
行
委
員
長
の
阿
部
隆
二
郎
氏

（
南
三
陸
町
地
域
観
光
復
興
協
議

会
会
長
）
は
「
確
実
に
震
災
の
風

化
が
進
ん
で
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

趣
旨
は
『
震
災
の
風
化
を
防
ぎ
、

教
訓
を
次
世
代
に
伝
え
る
』こ
と
。

ま
た
、
も
の
言
わ
ぬ
語
り
部
の
震

災
遺
構
の
存
在
価
値
を
考
え
る
と

同
時
に
、
『
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｅ

（
語
り
部
）
』
が
世
界
標
準
語
と

な
る
よ
う
情
報
を
発
信
し
、
防
災

・
減
災
の
意
識
を
広
め
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
過
去
の
自
然
災
害
の
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
群
馬
県
嬬
恋
村
鎌

原
奉
仕
会
の
横
沢
彰
氏
は
「
１
７

３
８
年
（
天
明
３
年
）
に
旧
鎌
原

村
で
発
生
し
た
浅
間
山
の
大
噴
火

（
天
明
の
大
噴
火
）
か
ら
土
石
流

に
襲
わ
れ
、
村
の
人
口
５
７
０
人

の
う
ち
、
４
７
７
人
も
の
人
命
が

失
わ
れ
た
」
と

事
例
を
紹
介
。

「
風
化
を
防
ぐ

た
め
に
果
た
し

た
観
音
講
で
の

昔
語
り
を
通
し

た
語
り
部
」
の

重
要
性
を
説
い

た
。

　
「
普
遍
性
・

持
続
性
の
あ
る

震
災
伝
承
と
震

災
遺
構
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
柳
井
雅
也

・
東
北
学
院
大

教
授
が
時
間
と
と
も
に
風
化
は
必

ず
進
み
、
語
り
部
の
役
割
に
も
工

夫
が
必
要
だ
と
指
摘
。
「
そ
の
た

め
に
は
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
」

と
言
及
し
た
。

　
岩
手
県
宮
古
観
光
交
流
協
会
の

学
ぶ
防
災
ガ
イ
ド
の
元
田
久
美
子

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
方

に
津
波
の
経
験
を
語
っ
て
き
た
こ

と
を
振
り
返
り
「
話
を
し
て
い
る

間
に
強
く
な
っ
て
き
た
。
定
住
人

口
が
伸
び
な
い
現
状
で
は
、
交
流

人
口
の
拡
大
こ
そ
必
要
」
と
訴
え

た
。

　
気
仙
沼
市
の
元
気
仙
沼
広
域
消

防
南
三
陸
消
防
署
副
所
長
の
佐
藤

誠
悦
氏
は
、
自
ら
の
救
助
に
あ
た

っ
た
経
験
を
話
し
た
。
「
共
助
・

自
助
・
公
助
が
あ
る
が
自
助
と
公

助
の
間
に
は
命
が
あ
る
」と
指
摘
。

そ
の
上
で
「
大
切
な
こ
と
は
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
」
と
妻

を
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

自
責
の
念
を
涙
な
が
ら
に
訴
え
、

教
訓
を
語
る
こ
と
は
命
あ
る
も
の

の
使
命
と
強
調
し
た
。

　
熊
本
県
益
城
だ
い
す
き
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
き
ま
ま
に
代
表
理
事
の

吉
村
静
代
さ
ん
は
「
明
る
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
と
、
避
難
所

よ
り
車
中
泊
が
多
く
エ
コ
ノ
ミ
ー

症
候
群
の
発
症
に
気
を
遣
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
次
世
代
に
震
災
を
伝

え
る
た
め
学
習
を
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
外
国
人
特
派
員
協
会
理
事
の
メ

リ
ー
・
コ
ー
ベ
ッ
ト
さ
ん
は
「
大

震
災
の
１
時
間
後
に
は
世
界
中
か

ら
取
材
申
し
込
み
が
殺
到
。
義
援

金
の
申
し
込
み
も
す
ぐ
始
ま
っ
た

が
、
届
け
先
が
不
明
確
で
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。
人
類
の
震
災
の

歴
史
と
し
て
残
す
た
め
に
も
Ｋ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
の
伝
承
は
不
可

欠
」
と
言
及
し
た
。

　
上
智
大
比
較
文
化
研
究
所
客
員

教
授
の
フ
ラ
ビ
ア
・
フ
ル
コ
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら
も
被
災
地
の
協
力

の
も
と
研
究
に
取
り
組
む
。
今
後

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し

て
①
外
国
人
の
対
応
の
語
り
部
の

育
成
②
語
り
部
の
増
員
③
次
世
代

と
と
も
に
考
え
る
体
制
の
確
立
④

海
外
の
被
災
地
と
の
連
携
強
化
」

を
挙
げ
た
。

　
分
科
会
で
は
「
語
り
部
と
し
て

私
た
ち
が
今
、
伝
え
た
い
こ
と
」

「
震
災
遺
構
と
語
り
部
が
伝
え
る

震
災
伝
承
と
教
訓
に
つ
い
て
」

「
未
来
へ
の
伝
承
～

年
・
１
０

０
年
・
１
０
０
０
年
先
へ
繋
ぐ
た

め
に
必
要
な
こ
と
～
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
南
三
陸
町
の
震
災

遺
構
の
高
野
会
館
、
防
災
庁
舎
や

震
災
遺
構
に
決
ま
っ
た
大
川
小
の

視
察
、
復
興
ト
ー
ク
＆
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
上
映
会
や
和
歌
山
県
広

川
町
の
稲
む
ら
の
火
を
題
材
と
し

た
浪
曲
の
披
露
な
ど
、
最
後
に
延

べ

時
間
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
総
括
、
「
語
り
部
宣
言
」
を

行
っ
た
。
次
回
は
熊
本
で
開
催
。



東北観光の本格的復興へ
東
北
、福
島
県
の
観
光
、旅
館
の
現
状
と
展
望

日
本
旅
館
協
会

東
北
支
部
連
合
会
　

渡
邉

　

和
裕

　

会
長
に
聞
く

冬
季
集
客
、外
客
誘
致
　

期
待
高
ま
る

福
島
県
で
は「
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

観光客中心の施設は
東北の延べ宿泊者数

震災前の水準下回る

観
光
庁
の
田
村
明
比
古
長
官

地
域
の
課
題
解
決
、訪
日
促
進

東日本大震災から７年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

観
光
宿
泊
　

回
復
遅
れ
る
地
域
も

旅
館
業
　

ニ
ー
ズ
対
応
、生
き
残
り
模
索

（５） 第２９２９号第３種郵便物認可２０１８年（平成３０年）３月３日（土曜日）

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
７
年
。
東
北
の
観
光
の
現
状
、
復

興
へ
の
展
望
は
。
日
本
旅
館
協
会
東
北
支
部
連
合
会
の
渡
邉
和
裕

会
長
（
福
島
県
・
土
湯
温
泉
、
山
水
荘
社
長
）
に
、
地
元
の
福
島

県
の
現
状
を
中
心
に
し
な
が
ら
話
を
聞
い
た
。

　
観
光
庁
の
宿
泊
旅
行
統
計
調
査

で
、
従
業
者
数

人
以
上
の
宿
泊

施
設
に
つ
い
て
、
東
北
各
県
の
延

べ
宿
泊
者
数（
訪
日
外
国
人
含
む
）

を
見
て
み
よ
う
。
統
計
数
値
が
確

定
し
て
い
る
２
０
１
６
年
の
延
べ

宿
泊
者
数
は
、
東
日
本
大
震
災
前

の
２
０
１
０
年
に
比
べ
て
回
復
が

見
ら
れ
る
県
も
あ
る
が
、
観
光
客

の
宿
泊
が
多
い
観
光
旅
館
や
観
光

ホ
テ
ル
な
ど
の
「
観
光
目
的
の
宿

泊
者
が

％
以
上
の
施
設
」
（
観

光
客
中
心
の
施
設
）
は
回
復
し
て

い
な
い
県
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　
宮
城
県
は
、
延
べ
宿
泊
者
数
全

体
で
は

・
７
％
増
と
な
る
が
、

観
光
客
中
心
の
施
設
で
は

・
１

％
減
と
マ
イ
ナ
ス
。
同
様
に
、
福

島
県
は
全
体
で
は
４
・
２
％
増
だ

が
、
観
光
客
中
心
の
施
設
は

・

６
％
減
。
岩
手
県
も
全
体
で
は


・
６
％
増
だ
が
、
観
光
客
中
心
の

施
設
は
５
・
９
％
減
と
な
っ
て
い

る
。

　
宮
城
県
、
福
島
県
、
岩
手
県
の

い
ず
れ
も
が
、
「
観
光
目
的
の
宿

泊
者
が

％
未
満
の
施
設
」
（
ビ

ジ
ネ
ス
客
中
心
の
施
設
）
は
、
震

災
前
に
対
し
て

％
を
超
え
る
伸

び
率
を
示
す
。
復
旧
・
復
興
な
ど

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
宿
泊
需
要
が
宿
泊

者
数
を
下
支
え
し
て
い
る
が
、
太

平
洋
沿
岸
部
な
ど
を
中
心
に
観
光

の
宿
泊
需
要
が
回
復
し
て
い
な
い

と
み
ら
れ
る
。

　
一
方
で
青
森
県
は
、
延
べ
宿
泊

者
数
全
体
が
０
・
９
％
増
で
、
観

光
客
中
心
の
施
設
も
８
・
９
％
増
。

し
か
し
、
秋
田
県
と
山
形
県
は
全

体
と
観
光
客
中
心
の
施
設
が
マ
イ

ナ
ス
。
秋
田
県
は
全
体
が
９
・
５

％
減
、
観
光
客
中
心
の
施
設
が


・
４
％
減
。
山
形
県
は
全
体
が
３

・
６
％
減
、
観
光
客
中
心
の
施
設

が

・
２
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
―
―
旅
館
が
こ
れ
か
ら
生
き
残

る
た
め
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
。

　
渡
邉
　
多
く
の
旅
館
が
、
地
元

の
海
山
の
幸
を
食
べ
て
も
ら
う
１

泊
２
食
の
宿
泊
形
態
を
メ
イ
ン
に

し
て
き
た
。
し
か
し
、
観
光
需
要

が
回
復
し
な
い
中
で
、
宿
泊
客
を

つ
か
ん
で
い
く
に
は
、
観
光
・
ビ

ジ
ネ
ス
、
日
本
人
・
外
国
人
、
団

体
・
一
人
旅
な
ど
、
多
様
な
宿
泊

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
。
１
泊
２
食
だ
け
に
こ
だ

わ
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
投
資
や

経
費
を
考
え
る
と
、
素
泊
ま
り
や

朝
食
だ
け
の
Ｂ
＆
Ｂ
な
ど
の
形
態

を
選
択
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
実
際
に
福
島
県
内
で
は
そ
の

よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
転
換
し
て
頑

張
っ
て
い
る
宿
が
出
て
き
て
い

る
。
観
光
地
、
温
泉
地
の
単
位
で

考
え
て
も
、
１
泊
２
食
が
メ
イ
ン

の
宿
ば
か
り
で
は
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
取
り
込
め
ず
に
地
域
全
体
が

厳
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
１
泊
２
食
の
宿
泊
形

態
は
、
旅
館
が
自
信
を
持
っ
て
提

供
す
る
料
理
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
。経
営
的
に
も
利
益
が
上
が
る
。

１
泊
２
食
へ
の
こ
だ
わ
り
は
持
っ

て
い
く
が
、
そ
れ
以
外
の
ニ
ー
ズ

も
取
り
込
ん
で
い
か
な
い
と
い
け

な
い
。
必
ず
し
も
１
泊
２
食
の
ス

タ
イ
ル
だ
け
が
旅
館
の
文
化
で
は

な
い
。
湯
治
も
旅
館
文
化
の
一
つ

で
、
自
炊
で
長
期
滞
在
す
る
よ
う

な
宿
泊
形
態
を
今
の
時
代
に
合
わ

せ
て
提
案
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
民
泊
に
し
て
も
、
違
法
民
泊

や
、
旅
館
業
と
の
規
制
の
不
平
等

は
大
き
な
問
題
だ
が
、
農
山
漁
村

な
ど
で
の
民
泊
は
、
地
域
活
性
化

の
選
択
肢
の
一
つ
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え

ば
、
地
域
の
観
光
活
性
化
に
貢
献

す
る
気
が
な
い
投
資
型
の
民
泊
が

近
隣
に
増
え
る
く
ら
い
な
ら
ば
、

地
元
の
旅
館
が
そ
の
運
営
や
管
理

を
手
掛
け
た
方
が
よ
い
。
こ
れ
か

ら
も
旅
館
が
生
き
残
っ
て
、
地
域

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
多
様

な
宿
泊
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
経

営
や
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す
こ
と
は

必
要
だ
。
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
旅
館
は
少

な
く
な
い
が
、
悲
観
的
に
考
え
る

ば
か
り
で
な
く
、
福
島
県
か
ら
新

し
い
旅
館
の
文
化
、
宿
泊
の
ス
タ

イ
ル
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
―
―
復
興
に
関
し
て
は
、
震
災

前
へ
の
回
復
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

新
し
い
観
光
が
創
造
さ
れ
る
こ
と

へ
の
期
待
も
あ
る
。

　
渡
邉
　
福
島
県
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
７
年
１

～

月
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

が
、
震
災
前
の
水
準
を
上
回
る
と

こ
ろ
ま
で
き
た
。
震
災
前
は
福
島

―
ソ
ウ
ル
便
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
韓
国
か
ら
の
旅
行
者
が
多
か

っ
た
が
、
放
射
能
へ
の
風
評
が
払

拭
し
き
れ
ず
、
路
線
も
、
集
客
も

戻
っ
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
台

湾
や
タ
イ
か
ら
の
旅
行
者
が
増
え

て
い
る
。
県
が
台
湾
、
タ
イ
、
豪

州
な
ど
を
重
点
市
場
と
し
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
た
効
果
も

出
て
い
る
。
福
島
空
港
の
活
用
、

東
北
の
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の

確
立
、
東
京
・
北
関
東
と
連
携
し

た
集
客
な
ど
課
題
は
多
く
、
全
国

に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
少
な
い

が
、
福
島
県
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

も
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
。

　
新
し
い
観
光
の
創
造
と
い
う
点

で
は
、
福
島
県
は
「
ホ
ー
プ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
を
打
ち
出
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
づ
く
り
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
震
災
、
原

発
事
故
か
ら
の
復
興
に
取
り
組
む

姿
を
国
内
外
の
旅
行
者
に
見
て
も

ら
う
観
光
だ
。
も
ち
ろ
ん
被
災
者

の
方
々
に
は
「
震
災
や
原
発
事
故

の
こ
と
は
思
い
出
し
た
く
な
い
」

と
い
う
思
い
が
あ
り
、
十
分
な
配

慮
や
時
間
を
か
け
て
理
解
を
得
る

こ
と
が
必
要
だ
が
、
決
し
て
暗
い

部
分
だ
け
の
「
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
で
は
な
い
。
復
興
に
向
け
て

頑
張
る
姿
を
見
て
も
ら
う
。
ホ
ー

プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
使

う
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
他
の

被
災
地
域
に
も
共
通
す
る
テ
ー
マ

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
震
災
や
原
発
事
故
を
〝
な
か
っ

た
こ
と
〟
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

福
島
県
へ
の
教
育
旅
行
は
ま
だ
ま

だ
震
災
前
の
状
況
に
は
回
復
し
て

い
な
い
が
、
被
害
や
教
訓
、
復
興

に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
に
語
り
継

い
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
震
災

か
ら
７
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る

が
、
地
域
を
挙
げ
て
風
化
し
な
い

よ
う
に
伝
え
て
い
く
義
務
が
あ

る
。
福
島
、
東
北
の
取
り
組
み
を

国
内
外
に
発
信
し
、
そ
の
上
で
観

光
に
も
訪
れ
て
も
ら
い
、
地
域
の

振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
た

い
。
そ
れ
が
、
私
た
ち
が
福
島
、

東
北
に
生
ま
れ
て
、
今
こ
う
し
て

生
き
て
い
る
こ
と
の
意
味
な
の
だ

と
思
う
。

　
観
光
庁
の
田
村
明
比
古
長
官

は
、
２
月

日
の
専
門
紙
向
け
定

例
会
見
で
、
間
も
な
く
発
生
か
ら

７
年
を
迎
え
る
東
日
本
大
震
災
を

踏
ま
え
、
東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語

っ
た
。

　
　
　
　
□
　
　
□

　
東
北
６
県
の
外
国
人
延
べ
宿
泊

者
数
は
、２
０
１
６
年
を
見
る
と
、

震
災
前
に
比
べ
て

％
の
増
加
。

全
国
が
１
４
６
％
の
増
加
な
の
で

ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
。

　
東
北
全
体
と
し
て
は
、
レ
ン
タ

カ
ー
を
活
用
し
た
周
遊
観
光
の
促

進
の
た
め
の
多
言
語
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
作
成
、
雪
景
色
や
雪
の
体
験

を
満
喫
す
る
た
め
の
冬
の
コ
ン
テ

ン
ツ
の
商
品
化
、
受
け
入
れ
態
勢

の
整
備
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
日
本
政
府
観
光
局
）

も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
デ
ィ
ア
へ
の

情
報
発
信
や
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
の

招
請
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
地
域
そ

れ
ぞ
れ
に
課
題
が
あ
る
。

　
青
森
県
は
一
番
成
果
が
出
て
い

る
。
道
南
地
区
と
の
ペ
ア
リ
ン
グ

で
、北
海
道
新
幹
線
、直
行
便
を
活

用
し
て
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
を
東
北
の
他
県
に
結
び

付
け
る
の
が
こ
れ
か
ら
の
課
題

だ
。
岩
手
県
な
ど
の
沿
岸
部
は
、

ま
だ
観
光
客
を
呼
び
込
め
て
い
な

い
。
宮
城
県
は
、
仙
台
は
玄
関
口

と
し
て
機
能
し
て
い
る
が
、
県
内

は
や
や
弱
い
。
松
島
、
宮
城
蔵
王

は
あ
る
が
、さ
ら
に
１
枚
、２
枚
と

（
魅
力
あ
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
）

増
や
す
努
力
が
必
要
だ
。山
形
県
、

秋
田
県
は
、仙
台
を
玄
関
口
と
す

る
と
、
時
間
と
距
離
の
制
約
を
乗

り
越
え
る
必
要
が
あ
る
。
直
行
便

を
増
や
す
と
か
、
強
力
な
コ
ン
テ

ン
ツ
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

　
福
島
県
は
、
２
０
１
７
年
の
外

国
人
延
べ
宿
泊
者
数
が
、
初
め
て

震
災
前
の
水
準
を
上
回
る
見
込
み

で
、明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
。

震
災
前
は
韓
国
に
依
存
し
て
い
た

が
、
韓
国
は
震
災
前
の
約
１
割
し

か
来
て
い
な
い
。
風
評
被
害
を
最

小
化
す
る
た
め
に
情
報
発
信
に
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。
た
だ
、

全
体
の
需
要
が
落
ち
込
ん
だ
ま
ま

で
は
い
け
な
い
の
で
、
そ
れ
以
外

に
も
対
象
市
場
を
広
げ
て
い
く
。

　
東
北
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
課
題

が
あ
る
の
で
、
観
光
庁
と
し
て
引

き
続
き
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
き

た
い
。

　
―
―
（
聞
き
手
＝
編
集
部
・
向

野
悟
）
東
北
の
観
光
の
状
況
は
ど

う
か
。

　
渡
邉
　
東
北
と
言
っ
て
も
県
、

地
域
に
よ
っ
て
状
況
が
違
う
。
観

光
統
計
な
ど
さ
ま
ざ
ま
デ
ー
タ
が

あ
る
と
思
う
が
、
東
北
支
部
連
合

会
の
各
県
支
部
に
旅
館
の
実
感
と

し
て
の
状
況
を
聞
い
た
の
で
、
ま

ず
は
県
ご
と
に
紹
介
し
た
い
。

　
青
森
県
は
、
震
災
前
の
状
態
に

は
ま
だ
ま
だ
戻
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
弱
点
だ

っ
た
冬
の
観
光
を
強
み
に
変
え
よ

う
と
、
行
政
を
中
心
と
し
て
国
内

外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
伸
び
て
お
り
、

今
後
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

　
秋
田
県
は
、
震
災
の
直
接
的
な

被
害
は
な
か
っ
た
が
、
観
光
需
要

は
震
災
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
な

い
。国
内
旅
行
の
活
性
化
の
ほ
か
、

か
つ
て
ド
ラ
マ
効
果
で
韓
国
か
ら

の
観
光
客
が
増
加
し
た
が
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
拡
大
も
課

題
に
な
っ
て
い
る
。

　
岩
手
県
は
、
宿
泊
客
が
震
災
前

に
は
届
か
な
い
が
、
観
光
入
り
込

み
客
は
戻
り
つ
つ
あ
る
。
６
月
に

は
宮
古
―
室
蘭
に
フ
ェ
リ
ー
が
就

航
し
、
来
年
に
は
県
の
主
導
に
よ

る「
三
陸
防
災
復
興
博
」（
仮
称
）、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
釜

石
開
催
な
ど
が
あ
る
の
で
、
観
光

客
誘
致
に
期
待
が
大
き
い
。

　
山
形
県
は
、「
震
災
前
」
と
い
う

表
現
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
く
な
っ

て
き
た
と
い
う
。
行
政
が
観
光
振

興
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
蔵
王

地
区
な
ど
で
は
、
仙
台
空
港
利
用

の
台
湾
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
て

き
て
い
る
。青
森
・
八
甲
田
、秋
田

・
北
秋
田
、
そ
し
て
山
形
・
蔵
王

で
連
携
し
て「
樹
氷
」を
売
り
出
す

取
り
組
み
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
宮
城
県
は
、
県
の
観
光
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
強
化
さ
れ
、
来

年
度
予
算
案
で
も
観
光
施
策
が
目

玉
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
中
心
に
新
し
い
取
り
組
み
も

打
ち
出
さ
れ
、
松
島
な
ど
に
も
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
福
島
県
は
、
観
光
需
要
が
震
災

前
の
状
況
ま
で
回
復
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。原
発
事
故
が
あ
り
、

単
な
る
自
然
災
害
で
は
な
い
だ
け

に
、
簡
単
に
は
い
か
な
い
。
放
射

能
に
関
わ
る
風
評
被
害
の
払
拭
な

ど
が
課
題
で
、
教
育
旅
行
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
回
復
が
遅
れ
て
い

る
。

　
東
北
全
体
と
し
て
は
、
震
災
前

に
対
し
て
ど
う
か
と
い
う
よ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
今
後
の

観
光
振
興
に
向
け
た
前
向
き
な
話

題
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。
各
県

が
知
事
を
先
頭
に
観
光
に
注
力
し

て
い
る
ほ
か
、
政
府
が
訪
日
外
国

人
の
東
北
６
県
の
延
べ
宿
泊
者
数

を
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
２
０
１

５
年
の
約
３
倍
、
１
５
０
万
人
泊

に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
観
光
施
策

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
民
間
で
も

東
北
観
光
推
進
機
構
の
リ
ー
ド
の

も
と
、
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の

形
成
を
は
じ
め
、
東
北
一
体
で
観

光
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
、
観
光
需
要
の
回
復
状

況
、
復
興
に
対
す
る
実
感
は
、
地

域
間
、事
業
者
間
で
差
が
大
き
い
。

観
光
客
の
入
り
込
み
客
数
は
統
計

上
は
戻
っ
て
き
て
い
て
も
、
観
光

目
的
の
宿
泊
者
数
で
見
る
と
、
震

災
前
に
届
か
な
い
地
域
が
多
く
あ

る
。
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
太
平
洋
沿
岸
部
、
原
発
事
故
の

風
評
被
害
を
抱
え
る
福
島
県
な
ど

は
、「
復
興
は
道
半
ば
」
と
い
う
よ

り
、「
復
興
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
」

「
こ
れ
か
ら
復
興
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
つ
」
と
い
う
段
階
の
地

域
が
少
な
く
な
い
と
思
う
。

　
―
―
渡
邉
会
長
の
地
元
、
福
島

県
、
土
湯
温
泉
（
福
島
市
）
の
状

況
は
ど
う
か
。

　
渡
邉
　
復
旧
・
復
興
へ
の
応
援

や
支
援
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
八
重
の
桜
」
の
放
送
、
福
島
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
を
経
て
、
観
光
入
り
込
み

客
数
は
回
復
傾
向
に
は
あ
る
が
、

沿
岸
部
の
浜
通
り
な
ど
は
以
前
の

水
準
に
は
戻
っ
て
い
な
い
。
他
の

地
域
で
も
、
除
染
作
業
を
は
じ
め

復
旧
・
復
興
の
関
係
者
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
需
要
を
除
く
と
、
観
光
目

的
の
宿
泊
需
要
は
ま
だ
ま
だ
回
復

し
て
い
な
い
所
が
あ
る
。

　
土
湯
温
泉
を
見
て
も
、
震
災
の

直
接
、
間
接
の
被
害
に
よ
っ
て
、

大
型
施
設
を
含
め
て
旅
館
が
５
軒

減
っ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
は
奥
土

湯
温
泉
、
土
湯
峠
温
泉
郷
を
含
め

て
旅
館
は

軒
あ
る
が
、
震
災
前

と
比
べ
て
収
容
人
員
自
体
が
減
っ

て
お
り
、
宿
泊
者
数
は
回
復
し
て

い
な
い
。
原
発
事
故
の
風
評
被
害

が
払
拭
で
き
ず
、
県
外
客
、
外
国

人
客
が
減
少
し
て
い
る
。

　
土
湯
温
泉
は
、
観
光
協
会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
、
住
民
な
ど
が
連

携
し
て
震
災
か
ら
の
再
生
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
復
興
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
の
は
ま
さ
に
こ

れ
か
ら
だ
。
観
光
復
興
と
言
う
以

前
に
、
街
自
体
を
立
て
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が

実
態
だ
。

　
国
や
自
治
体
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
半
壊
認
定
を
受
け
た
旅
館

建
物
の
解
体
処
理
事
業
を
導
入

し
、
解
体
撤
去
や
土
地
の
権
利
関

係
の
整
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、

都
市
再
生
整
備
事
業
に
よ
る
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
を
始
め
た
。
土
湯

こ
け
し
の
展
示
施
設
を
含
む
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
、
露
天
風
呂
や
貸

し
切
り
風
呂
を
備
え
た
公
衆
浴
場

の
整
備
、
温
泉
街
の
道
路
や
建
物

の
修
景
が
現
在
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
温
泉
観
光
地
と
し
て
の
再
生
と

と
も
に
、エ
コ
温
泉
地
を
目
指
し
、

共
同
源
泉
に
噴
出
し
て
い
る
温
泉

蒸
気
、
温
泉
熱
水
を
利
用
し
た
バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
と
、
河
川
の
砂
防

堰
堤
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
を

震
災
後
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
新

会
社
が
立
ち
上
が
り
、
電
力
会
社

へ
の
売
電
も
始
め
た
。
こ
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
ニ
ュ
ー
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
も
着
手
し
て
い
る
。

　
整
備
中
の
公
衆
浴
場
は
今
年
４

月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
予
定
だ
が
、

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
２
０

１
９
年
３
月
末
の
完
成
予
定
。
新

た
な
街
の
姿
が
見
え
て
く
る
の
は

そ
れ
か
ら
。
地
元
の
実
感
と
し
て

は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
あ
た
り

が
復
興
の
ス
タ
ー
ト
地
点
だ
。

　
―
―
福
島
県
の
旅
館
の
経
営
状

況
は
。

　
渡
邉
　
多
く
の
地
域
で
観
光
客

の
宿
泊
が
戻
っ
て
き
て
い
な
い
中

で
、
避
難
区
域
外
の
商
工
業
者
に

対
す
る
東
京
電
力
の
損
賠
賠
償
が

一
括
賠
償
を
経
て
実
質
的
に
打
ち

切
ら
れ
て
い
る
。
旅
館
経
営
へ
の

影
響
は
大
き
い
。
引
き
続
き
個
別

に
請
求
す
る
方
法
は
あ
る
が
、
原

発
事
故
と
減
収
の
「
相
当
因
果
関

係
」
を
裏
付
け
る
必
要
が
あ
る
な

ど
、
賠
償
の
条
件
が
と
て
も
厳
し

い
。
原
発
事
故
の
風
評
被
害
は
い

つ
ま
で
続
く
か
分
か
ら
な
い
。
廃

炉
作
業
中
な
ど
に
新
た
な
問
題
が

起
き
れ
ば
、
風
評
被
害
は
再
燃
す

る
。本
当
の
終
息
が
い
つ
な
の
か
、

事
業
者
は
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

地
元
の
関
係
機
関
と
と
も
に
、
誠

意
を
も
っ
て
賠
償
に
対
応
し
て
く

れ
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
。

　
旅
館
に
と
っ
て
は
、
観
光
客
は

戻
ら
な
い
、
賠
償
は
打
ち
切
ら
れ

る
、
除
染
作
業
な
ど
の
復
旧
・
復

興
の
宿
泊
需
要
は
あ
る
が
、
そ
れ

が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。

そ
ん
な
懸
念
を
持
つ
施
設
は
多
い

は
ず
だ
。
観
光
客
を
取
り
戻
す
た

め
の
新
た
な
資
金
の
借
り
入
れ
が

難
し
か
っ
た
り
、
後
継
者
が
い
な

か
っ
た
り
、
人
手
が
集
ま
ら
な
か

っ
た
り
す
れ
ば
、
賠
償
の
終
了
や

復
旧
・
復
興
の
宿
泊
需
要
の
減
少

な
ど
を
区
切
り
と
し
て
、
自
主
廃

業
を
考
え
る
旅
館
も
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

旅
館
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に

は
、
経
営
、
業
態
、
サ
ー
ビ
ス
の

在
り
方
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
施
設

は
少
な
く
な
い
。


